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第
四
十
二
回

皇
室
ヘ
若
布
を
献
上

わ
か
め

「
若
布
献
上
の
儀
」

宗

当大社巫女より、全日空（株）客室乗務員に手渡された献上用陪i布』

奉製作製の様子

三
月
十
七
旦
水
）
神
島
宮
司
、
漁

協
関
係
者
ら
が
宮
中
へ
参
内
し
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃

両
殿
下
、
賢
所
、
三
笠
宮
家
へ
、

早
春
の
玄
界
灘
産
の
若
布
を
献
上

申
し
上
げ
た
。

若
布
は
海
洋
神
事
奉
賛
会
（
宗
像

市
郡
内
の
漁
協
で
構
成
）
会
員
が
、

寒
風
肌
刺
す
玄
界
灘
で
二
月
後
半

か
ら
採
集
し
奉
納
、
そ
れ
を
神
職
·

巫
女
が
形
を
整
え
規
定
の
量
を
袋

に
納
め
献
上
若
布
と
し
て
奉
製
さ

れ
た
。

今
年
は
二
月
の
寒
波
の
影
密
に

よ
り
例
年
に
比
べ
る
と
成
育
が
遅

-9 

4月祭事暦

れ
た
も
の
の
、
昨
年
よ
り
色
合
い

も
鮮
や
か
で
、
作
業
を
し
て
い
る

と
磯
の
香
り
が
す
る
良
質
の
も
の

で
あ
っ
た
。

献
上
前
日
の
十
六
日
（
火
）
福
岡
空

港
か
ら
献
上
者
が
上
京
す
る
際
に
は
、

一
般
の
乗
客
が
見
守
る
中
、
当
大

社
巫
女
よ
り
若
布
を
運
ん
で
い
た

だ
く
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
（
全
日

空
）
客
室
乗
務
員
へ
の
手
渡
し
式
が

行
わ
れ
、
白
布
に
包
ま
れ
杉
箱
に

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
さ
ん
で
ん

宮
中
―
＿
一
殿

か
し
こ
ど
こ
ろ

賓
所陛

下
の
御
祖
先
を
「
皇
祖
皇
宗
j

と
称
す
る
が
、
皇
祖
神
（
祖
先
神
）
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

こ
う
れ
い
で
ん

皇
霊
殿

皇
宗
で
あ
る
御
歴
代
の
天
皇
や
皇

族
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

禅
ん
で
殿

頌
磁
男
全
て
の
神
々
）
を
お
祀

り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
殿
を
「
宮
中
三
殿
j
と
総

称
し
ま
す
。
皇
居
吹
上
御
苑
の
東
南

に
位
四
し
、
日
々
陛
下
御
自
ら
親
祭

さ
れ
、
掌
典
職
が
補
佐
し
て
い
ま
す
。

春季大祭
04月 1 日
午前 11 時大祭

（氏子奉幣、主基地方風俗舞、浦安舞）

04月 2日
午前11 時総社祭

（献上若布採取者表彰）

午前 1 1 時40分

交通安全講社祭

高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社春祭

午後2時 献茶祭

（南坊流小方社中）

04月 15 日
午前10時

午前11 時

月次祭
高宮祭
第二宮•第三宮祭

総社祭

04月 23 日
午前 11 時

引き続き

宗像大社奨学金受給生奉告3

昭和祭

三
八
億
年
前
、
海
に
生
命
が
誕
生
し
、

進
化
を
つ
づ
け
て
き
た
。
す
で
に
滅
び
た

種
も
あ
る
が
、
今
は
一0
0
0
万
種
の
生

命
が
地
球
に
存
在
す
る
。
人
類
も
進
化
し

今
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
る
。
世
界
人
口
は

二
0
五
0
年
に
は
八
九
億
人
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
お
り
、
地
球
環
境
は
大
き
く
変

化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

古
代
よ
り
日
本
人
は
、
生
き
て
ゆ
く
上

ゃ
お

で
犯
し
て
し
ま
う
罪
・
概
れ
の
消
滅
を
八

よ
ろ
ず
の
か
み

百
万
神
に
託
し
、
常
に
心
身
の
清
浄
を
願

っ
て
き
た
。
平
安
初
期
に
制
定
さ
れ
た
「
延

喜
式
j
大
祓
詞
の
祝
詞
文
に
よ
る
と
罪
・
稼

れ
は
最
後
に
「
瀬
織
津
比
神
が
大
海
原
に

持
ち
出
て
、
次
に
大
海
原
に
坐
す
速
開
都

ひ
め
か
み

比
神
が
こ
れ
を
す
べ
て
の
呑
み
、
次
に
気

ぷ
き
ど
ぬ
し
か
み

吹
戸
主
神
に
伝
へ
、
次
に
気
吹
戸
主
神
が

い
ぷ
き
は
な

根
の
国
、
底
の
国
に
気
吹
き
放
ち
、
次
に

根
の
国
底
の
国
に
坐
す
速
佐
須
良
比
神

は
ら
え

が
こ
れ
を
全
て
解
除
給
う
」
と
あ
り
、
八

百
万
神
の
連
携
に
よ
り
最
後
に
大
海
原
の

神
に
よ
り
祓
い
清
め
ら
れ
る
。

現
在
も
、
毎
年
六
月
・
十
二
月
の
晦
日

に
は
大
祓
神
事
が
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
、

祖
先
か
ら
伝
わ
る
自
然
と
の
共
存
の
生
き

方
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

人
間
は
、
繁
栄
と
と
も
に
自
然
の
摂
理

に
背
き
な
が
ら
増
加
し
て
き
た
。
そ
の
中

に
は
、
肉
骨
粉
の
配
合
飼
料
に
よ
る
狂
牛

病
等
の
文
明
病
発
生
と
い
う
新
た
な
罪
を

つ
く
り
だ
し
た
。

今
、
画
家
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
晩
年
の
大
作

に
あ
る
「
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
。
わ
れ
わ
れ
は
何
か
。
わ
れ
わ
れ
は
ど

こ
に
行
く
の
か
。
」
と
い
う
人
間
存
在
の
根

源
的
な
問
い
か
け
を
思
い
出
す
。(H
•
W
)
神具・装束

令井 肉本

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
電話 (075)341-3341 （代）～4番

(0 75)343-3341 番

木組の家 匠の技

紅‘会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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納
め
ら
れ
た
若
布
が
、
機
内
（
全
日
空

二
五
二
偲
へ
運
ば
れ
た
。

同
便
で
上
京
す
る
乗
客
全
員
に
は
搭

乗
時
、
記
念
品
と
し
て
『
宗
像
大
社
オ

リ
ジ
ナ
ル
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
』
が
手
渡
さ

れ
、
空
港
で
の
全
て
の
行
事
が
終
了
、

一
行
は
空
路
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。

翌
日
の
十
七
日
は
、
春
う
ら
ら
か
な

天
候
に
恵
ま
れ
、
皇
居
の
桜
の
つ
ぼ
み

も
ふ
く
ら
み
つ
つ
あ
っ
た
。
午
前
十
時
、

神
島
宮
司
、
随
行
神
職
、
船
越
勇
治
氏

（
宗
像
漁
協
参
事
）
、
広
橋
守
氏
（
鐘
崎
漁

協
参
事
）
と
出
光
興
産
社
員
の
五
人
が
、

坂
下
門
か
ら
宮
中
へ
参
内
。

掌
典
職
山
田
蓉
氏
に
神
島
宮
司
が
若

f
J
ん
じ
ょ
う

布
献
上
で
参
内
の
旨
を
言
上
、
同
掌
典

を
通
じ
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
献
上

申
し
上
げ
た
。

続
い
て
、
宮
内
庁
侍
従
職
大
滝
宏
二

氏
へ
挨
拶
に
伺
い
、
神
島
宮
司
が
記
帳

の
後
、
宮
中
三
殿
参
拝
の
栄
に
俗
し
宮

中
で
の
献
上
の
儀
を
滞
り
な
く
終
え
た
。

宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
東
宮
へ
向
か
い
、

東
宮
侍
従
須
賀
正
広
氏
を
通
じ
て
皇
太
子
・

同
妃
両
殿
下
へ
献
上
申
し
上
げ
、
更
に

三
笠
宮
付
宮
務
官
板
倉
孝
冶
氏
を
通
じ

て
三
笠
宮
家
へ
も
献
上
申
し
上
げ
た
。

こ
こ
に
宗
像
大
社
並
び
に
海
洋
神
事

奉
賛
会
の
春
の
重
儀
「
若
布
献
上
の
儀
」

は
無
事
終
了
し
た
。

こ
の
儀
が
終
る
と
神
郡
宗
像
に
も
春

機内へ運ばれる献上用の荏f布』

本
年
の
若
布
献
上
者
は
左
記
の
通
り
。

宗
像
大
社

宮
司
神
島
定

権
禰
宜
御
床
直
之

宗
像
漁
業
協
同
組
合

参
事
船
越
勇
治

鐘
崎
漁
業
協
同
組
合

参
事
広
橋

尚
、
本
年
の
若
布
献
上
の
際
し
、
格

別
の
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出
光
興
産

（
株
）
、
全
日
本
空
輸
（
株
）
を
は
じ
め
、
多

数
の
方
々
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 守

が
足
早
に
近
付
い
て
く
る
。

昭
和
三
十
八
年
、
宗
像
七
浦
と
称
さ
れ
る
宗
像
郡
内
七
漁
業
協
同
組
合
（
大
島
・
鐘
崎
・
神
湊
．
勝

浦
地
ノ
島
津
屋
崎
・
福
間
）
の
組
合
員
で
組
織
さ
れ
た
「
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
」
（
現
会
長

1
1

村
田
繁
美
宗
像
市
郡
漁
協
連
合
会
々
長
）
設
立
の
際
に
始
め
ら
れ
た
。
当
時
は
新
幹
線
も
未
だ
開
通

し
て
お
ら
ず
、
夜
行
列
車
で
上
京
し
た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
が
、
こ
の
「
若
布
献
上
j
は
、
秋
の
『
み
あ
れ
祭
ー
海
上
神
幸
j
と

並
ぶ
同
会
の
一
大
行
事
で
あ
る
。

ぢ
の
し
ま

若
布
は
か
つ
て
宗
像
七
浦
で
採
取
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
地
ノ
島
の
沖
合
い
で

採
取
さ
れ
、
同
島
特
産
の
「
椿
油
」
を
塗
っ
た
板
に
若
布
を
張
り
付
け
、
天
日
で
干
す
「
板
干
し
」
と

い
う
古
来
か
ら
の
加
工
法
で
調
製
さ
れ
て
い
る
。

加
工
さ
れ
た
若
布
は
例
年
三
十
キ
ロ
当
大
社
に
奉
納
さ
れ
、
神
職
・
巫
女
が
形
を
整
え
規
定
の
鼠

ず
つ
袋
詰
め
す
る
奉
製
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
厳
選
し
た
も
の
六
キ
ロ
（
一
、
五
キ
ロ

x

四
）

を
献
上
品
と
し
て
い
る
。

宮
内
庁
の
ご
指
示
を
仰
ぎ
献
上
日
を
決
定
。
現
在
、
賢
所
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同

妃
両
殿
下
を
は
じ
め
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
に
宗
像
三
宮
を
御
巡
拝
、
特
に
沖
ノ
島
に
も
渡
島
さ

れ
当
時
行
わ
れ
て
い
た
学
術
調
査
を
御
視
察
さ
れ
た
コ
墨
冨
瞬
口
艇
王
殿
下
の
三
笠
宮
家
へ
も
献

上
申
し
上
げ
て
い
る
。

若
布
献
上
の
儀
に
つ
い
て

~ 

乗客の皆様には記念品をお頒ち致しました

手渡し式での神事

宮
内
庁
長
官

陛
下
の
行
う
公
務
や
皇
室
関
係
の
国

家
事
務
を
扱
う
官
庁
で
あ
る
宮
内
庁

を
指
揮
さ
れ
る
。

宮
務
官

長
官
の
下
で
、
庁
内
の
総
務
を
担
当
。

侍
従陛

下
の
御
公
務
を
補
佐
。
皇
太
子
殿

下
を
補
佐
さ
れ
る
侍
従
を
陛
下
の
侍

従
（
東
宮
侍
従
）
と
区
別
す
る
た
め
東
宮

侍
従
と
称
し
ま
す
。

（
皇
太
子
殿
下
の
御
住
ま
い
は
東
宮
）

掌
典宮

内
庁
の
職
制
か
ら
独
立
し
て
宮
中

祭
祀
を
執
り
行
い
、
陛
下
に
直
属
す

な
い
て
い

た
め
内
廷
職
員
と
称
さ
れ
、
男
子
を

な
い
し
ょ
う
て
ん

羹
、
女
子
内
掌
典
と
呼
ば
れ
ま
す
。

宮
中
の
職
制
に
つ
い
て

玄
ネ
灘
粁
戌
わ
か
の

索
依
大
社
…
神
t
5
定

｛
哀
大
社
尽
＄
，
t
f

早
み
衣
及

献上用若布
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三
月
二
日
、
宗
像
市
池
田
の
孔
大
寺

山
中
腹
に
鎮
座
さ
れ
る
孔
大
寺
神
社
で
、

年
に
一
度
の
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
孔
大
寺
神
社
が
当
大
社
の
境
外

摂
社
で
あ
る
為
、
当
日
は
当
大
社
か
ら

ほ
う
ぺ
い
し

神
職
一
名
が
「
奉
幣
使
」
と
し
て
出
向
、
午

前
九
時
過
ぎ
斎
主
の
永
島
禰
宜
（
本
務
社

と
し
も

1
1

津
屋
崎
町
鎮
座
・
年
毛
神
社
）
、
地
元
氏

子
関
係
者
ら
と
共
に
、
麓
の
登
山
道
よ

り
千
五
百
段
の
石
段
を
登
拝
。
四0分

程
で
孔
大
寺
神
社
に
到
着
し
た
。

こ
の
祭
典
は
近
年
ブ
ー
ム
の
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
「
山
歩
き
」
の
影
響
に
よ
り
、
年
々

参
列
者
が
増
え
続
け
、
神
社
の
廻
り
に
は

既
に
多
く
の
一
般
参
列
者
が
お
り
、
中
に

じ
ょ
う
や
ま

は
峰
の
続
く
宗
像
市
赤
間
の
城
山
か
ら
縦

走
、
或
い
は
孔
大
寺
山
の
反
対
側
（
裏
）
の

岡
垣
町
方
面
か
ら
登
っ
て
き
た
方
も
い
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
祭
典
が
始
ま
り
、
今
年

一
年
の
神
徳
発
揚
と
御
守
護
を
祈
念
し
た
。

祭
典
後
、
参
列
者
に
地
元
池
田
地
区

の
婦
人
部
等
に
よ
り
準
備
さ
れ
た
、
御

神
酒
・
カ
シ
ワ
の
お
に
ぎ
り
・
ガ
メ
煮
・
酢

の
物
が
登
拝
者
全
員
に
振
舞
わ
れ
た
。

絶
え
間
な
く
続
い
た
登
拝
者
も
午
後

二
時
に
は
途
切
れ
一
同
下
山
、
麓
の
椰

の野
地
区
公
民
館
で
直
会
行
わ
れ
散
会
と

な
っ
た
。

こ中り
このに余
に戸は談
はf申二で
現雙ートは
在ホーあ

--―像f J土累口塁嘉
境内にある大銀杏、胸高周囲は6メートル 市め＄ゞ当
れ神末て域郡か賀め郡＄鎮在

毎てが社いに宗つし若内一座御
朝い奉ーる祀像て専宮をのし本
神菟祀 0 七らのの及‘は通蓮殿
職 さ八五れ領神ふ遠じ具載周

こ
だ
い
じ

孔
大
寺
神
社
例
大
祭

が
、
本
殿
の
日
供

祭
に
引
き
続
い
て

末
社
祭
と
し
て
一

日
一
社
ず
つ
日
供

さ
い祭

を
行
っ
て
い
る

が
、
祭
典
翌
日
の
～5

セ
・
ヽ

三
月
三
日
早
朝
の
姿
｀

芯
・

末
社
祭
は
孔
大
寺

5
.
‘
‘

.
t
唸
▼
j
o

神
社
祭
で
あ
っ
た
。
忠
g
‘
\

孔
大
寺
神
社

当
大
社
の
炭
外
摂
社
。
明
治
の
官
国
幣
社
摂
社
帳
で
は
、
当
大

お
リ
は
た

社
八
卜
四
の
摂
社
が
廃
止
さ
れ
る
中
織
幡
神
社
（
宗
像
市
鎚
崎
）
、

王
子
神
社
（
宗
像
市
モ
丸
）
、
的
原
神
社
（
福
問
町
八
並
）
、
宮
地
狐

神
社
（
津
屋
崎
町
宮
司
）
と
共
に
、
こ
の
孔
大
寺
神
社
も
当
大
社
の

贋
摂
社
と
し
て
残
さ
れ
た
。よ

つ
づ
か
れ
ん
さ
ん

宗
像
と
遠
致
の
炭
に
位
四
す
る
四
塚
連
山
の
最
閻
峰
「
孔
大
寺

山
」
の
中
腹
に
鎖
座
さ
れ
て
い
る
。
税
内
に
は
、
県
指
定
天
然
記

念
物
で
樹
齢
三0
0
年
以
上
と
い
う
、
幹
周
り
九
メ
ー
ト
ル
の

「
大
銀
杏
j
が
あ
る
。

お
お
な
む
易
み
こ
と
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
う
ぷ
す
な

御
祭
神
は
「
大
巳
因
命
」
「
少
名
彦
命
」
で
池
田
地
区
の
産
上
社
。

中
世
、
子
供
に
天
然
痘
が
流
行
し
た
際
、
こ
の
孔
大
寺
神
社
に

詣
で
る
と
治
癒
す
る
と
評
判
に
な
り
、
以
来
病
気
平
癒
の
神
と
し

て
崇
敬
が
厚
い
。

孔
大
寺
山
麓
の
椰
野
地
区
氏
子
が
総
出
で
奉
製
さ
れ
、
三
月
二

日
の
例
大
祭
時
だ
け
に
授
与
さ
れ
る
、
「
ワ
ラ
ジ
守
」
は
め
ず
ら
し

い
と
評
判
で
例
年
完
売
す
る
。
今
年
も
朝
か
ら
麓
の
授
与
所
で

は
、
子
供
に
孫
に
と
授
か
る
参
拝
者
で
行
列
が
出
来
て
い
た
。

人
事
異
動
（
神
職
）

四
月
一
日
付
で
人
事
異
動
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
し
た
。

宮
司
神
島
定
神
宝
館
々
艮

讐
司
高
向
正
秀
社
務
本
局
長文

化
財
管
理
事
務
局
長
（
兼
）

海
洋
分
局
長
（
中
津
宮
）

祭
儀
部
長

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
長
（
兼
）

主
韮
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
長
（
兼
）

庶
務
部
長

五
月
寮
匹
任
者
（
兼
）

経
理
部
長

宮
司
兼
務
社
管
理
主
任
（
兼
）

津
加
計
志
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

垣
式
内
社
顕
彰
会
九
州
支
部
事
務
局
主
任
（
兼
）

庶
務
部
長
代
理

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
長

辻
八
幡
宮
管
理
主
任
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
長

氏
子
会
幹
事
長
（
兼
）

曇
鷹
習

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

宗
像
大
社
氏
子
会
幹
事
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
貝

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
只
（
兼
）

層

9

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

庶
務
部
広
報
課
員

宗
像
大
社
歌
会
担
当
（
兼
）

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

履
双
裔
賢

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

経
理
部
会
計
課
員

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局

祭
儀
部
窃
務
諌
員

祭
儀
部
儀
式
諌
貝

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
只
（
兼
）

出

" 仕

飯藤
田田

明俊
宏介

" 
長
友
貞
冶

” 
飛
来
孝
佳

" 
大
塚
宗
延

” 
御
床
直
之

" 
坂
本

敬

" 
中
原
裕
生

” 
権
禰
宜
渡
追
秀
丸

佐
々
木
大
冶

" 
宇
都
宮
勤

” 
杉
山
安
彦

” 
伊
藤
佳
和

禰
宜
堤
宏

＂
郎
津
幹
之

（
兼
）
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宗
像
大
社
最
後
の
大
宮
司
「
宗
像
氏

貞
公
」
の
命
日
に
あ
た
る
三
月
四
日
、

こ
う
じ
ょ
う

宗
像
市
上
八
に
あ
る
公
の
墓
前
で
、
墓

前
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
氏
貞
公
墓
前
祭
は
、
平
成
五
年

十
一
月
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
氏
貞
公

の
募
石
を
保
護
す
る
為
、
宇
堂
並
び
に

顕
彰
碑
を
建
立
し
た
こ
と
を
機
に
、
当

大
社
と
承
福
寺
が
神
式
と
仏
式
に
よ
る

隔
年
で
奉
仕
す
る
事
が
定
め
ら
れ
始
ま

、
J
り
、
今
年
は

当
大
社
の
勤

番
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
神

式
で
執
り
行

わ
れ
た
。

当
日
は
寒
波

が
舞
い
戻
り

小
雪
が
舞
い
、

玄
界
灘
か
ら

の
寒
風
が
肌

を
刺
す
中
、

午
前
十
一
時

か
ら
斎
主
の

葦
津
禰
宜
以

下
神
職
二
名

が
奉
仕
し
、

神
島
宮
司
、

祭
氏
貞
公
の
菩

前頌
提
寺
で
あ
る

貞，
氏
承
福
寺
（
宗

最
後
の
大
宮
司
う
じ
さ
だ

宗
像
氏
貞
公
墓
前
祭

：塁パ 9 量伍［喜着］日爪臼饂9だ
い前ー後偲を行二方公像寺八
で祭同‘ん守わ十々を大同あ
い・和今だりれ人‘埋宮市埜
＜法ゃ門゜抜‘参地葬司神村

；言芸~貧 匁冒麿塁よ言墜鼠
を子時館 郷乱下八た仕の
誓々をで 土世‘今占え田同
つ孫過面 のにし門部上代じ
t~々こ、盃 英こめ区一八住臨
ましが 雄のやの族の職済
で‘催 の神か皆の地 宗

宗
像
氏
貞
公

帽，
宗像氏貞公画像
（原画を元に再現）

※写真は承福寺提供。

周
防
国
黒
川
（
現
在
の
山
口
市
）
で
生
を
う
け
た
氏
貞
公
は
幼
少
時
、
宗
像
家
に
蓑
子

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

宗
像
家
の
家
督
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
室
町
時
代
末
期
に
第
八
十
代
大
宮

司
と
な
り
、
大
宮
司
職
（
神
職
）
と
大
名
職
（
軍
事
・
行
政
）
を
兼
ね
な
が
ら
、
神
郡
宗
像
を

守
り
抜
い
た
。
当
時
は
世
情
不
安
で
戦
乱
の
絶
え
な
い
日
々
、
近
隣
に
は
毛
利
・
大
友
・

島
津
竜
造
寺
氏
ら
が
勢
力
拡
大
に
凌
ぎ
を
削
る
中
、
公
は
知
略
と
武
勇
に
よ
り
安
泰
を

保
っ
た
。

兵
火
で
焼
け
た
御
本
殿
の
再
建
（
現

1
1

国
指
定
重
要
文
化
財
）
、
神
郡
内
の
社
寺
建
立
・

復
興
に
力
を
注
ぎ
、
郡
民
か
ら
厚
い
崇
敬
を
受
け
た
が
、
天
正
士
―
一
年
(
-
五
八
六
）
四

士
一
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

当
時
公
は
豊
後
大
友
勢
と
敵
対
し
、
攻
防
駆
け
引
き
の
最
中
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

死
は
三
年
間
秘
密
に
さ
れ
、
遺
骸
を
竹
籠
に
納
め
夜
中
密
か
に
家
臣
の
「
占
部
右
衛
門
」

が
、
承
福
寺
（
宗
像
市
上
八
）
に
運
び
、
現
在
募
標
の
立
つ
地
に
埋
葬
し
た
と
い
う
。
（
ち

お
く
つ
き

な
み
占
部
一
族
代
々
の
奥
津
城
は
、
同
じ
高
台
に
公
を
守
る
よ
う
に
建
っ
て
い
る
。
）

公
に
嫡
子
が
な
か
っ
た

為
、
神
代
か
ら
続
く
宗
像

大
宮
司
家
は
、
豊
臣
秀
吉

の
命
に
よ
り
こ
こ
で
断
絶
。

疇
以
後
、
そ
の
ご
神
威
を
普

似画
く
知
ら
れ
た
宗
像
大
社
も

公胡
次
第
に
衰
微
し
て
い
っ
た
。

像宗
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宗
像
大
社
か
ら
東
南
に
約
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
前
号
に
紹
介
し
た
許
斐

山
麓
に
鎮
座
す
る
六
之
神
社
が
今
回

の
お
社
で
あ
る
。

御
祭
神
は
伊
罪
朋
命
・
瑣
々
杵
尊
・
豊

玉
姫
命
・
田
心
姫
命
・
淵
津
姫
命
・
市
杵

啜

島
姫
命
の
六
柱
を
お
祀
り
し
、
厚
板

葺
の
本
殿
は
、
レ
ン
ガ
数
段
積
み
基

礎
上
に
西
南
面
し
て
立
つ
、
覆
屋
付

き
小
型
の
一
間
社
流
造
で
あ
る
。

正
平
年
中
行
事
の
許
斐
権
現
の
脊

廊
小
神
の
う
ち
に
「
上
六
御
前
一
所
」
、

同
御
前
神
事
の
條
や

吉
野
期
神
事
目
録
、

慶
安
神
事
次
第
に
は

靡
の
記
述
が
見
え
る
。

筑
前
国
続
風
土
記

附
録
宗
像
郡
下
の
王

丸
村
の
條
に
は
、
「
六

之
御
前
社
コ
ノ
ミ
、

神
殿
方
一
間
、
拝
殿

二
間
・
三
問
、
祭
膿
九

月
九
日
、
奉
祀
中
津

内
膳
。
士
戸
の
産
神

也
。
」
と
あ
り
、
同
拾

遺
十
八
の
王
丸
の
條

に
は
、
「
六
之
御
前
社

枝
郷
許
斐
の
産
神
也
。

＿
＿
一
十
六
許
斐
上
六
御
前
（
六
之
神
社
）

宗
像

社
め
ぐ
り

所
祭
、
伊
罪
再
命
・
瑣
々
杵
尊
・
嬰
玉
姫

命
宗
像
三
女
大
神
也
。
S

中
略
S

近

古
御
社
衰
し
時
よ
り
上
七
郎
殿
・
上
六

御
前
を
一
所
に
併
せ
祭
り
し
に
や
。

別
に
上
津
七
郎
殿
と
云
社
、
今
は
な
し
。

年
中
の
祭
、
王
子
社
に
同
く
て
、
是

又
許
斐
の
従
神
也
。
今
は
別
社
の
如

な
れ
と
も
、
左
に
は
非
す
。
社
は
許

斐
谷
権
現
社
を
去
事
七
町
計
、
巽
に

向
へ
り
。
」
と
あ
り
、
明
細
帳
に
よ
る

と
、
宗
像
市
王
丸
字
許
斐
鎮
座
の
六

之
神
社
（
駕
無
格
社
）
と
す
る
と
あ
る
。

自
然
林
に
囲
ま
れ
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
境
内
だ
が
、
前
号
に
も
書
い

た
通
り
、
「
宗
像
市
民
憩
い
の
場
」
許
斐

山
登
山
道
周
辺
の
、
近
年
め
ざ
ま
し

い
整
備
状
況
に
比
べ
、
お
ざ
な
り
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
御
神
域
は
、

ど
こ
か
淋
し
げ
に
毎
日
登
山
・
参
拝
者

を
見
守
り
続
け
て
い
る
。

二
月
二
十
四
日
午
後
五
時
か
ら
、

出
光
興
産
（
株
）
兵
庫
製
油
所
内
に
鎮
座

か

さ
れ
る
宗
像
神
社
で
還
座
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。

出
光
興
産
三
番
目
の
製
油
所
と
し
て
、

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
に
操
業
を
開

始
し
て
以
来
、
一
日
八S
十
四
万
バ

レ
ル
と
い
う
精
製
能
力
で
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
操
業

を
続
け
て
き
た
が
、
日
本
国
内
の
石

油
製
品
需
要
の
減
退
、
．
ア
ジ
ア
域
内

で
の
精
製
能
力
増
強
も
あ
り
、
設
備

過
剰
問
題
が
顕
在
化
し
、
か
か
る
環

境
下
で
の
企
業
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、

平
成
十
四
年
十
二
月
十
日
兵
庫
製
油

所
の
閉
鎖
が
決
ま
っ
た
。

つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
二
十
七
日
に
四
代
前
の
久
保
宮
司

出
光
興
産
（
株
）
兵
庫
製
油
所
で
還
座
祭

せ
ん
ざ

奉
仕
の
下
御
遷
座
さ
れ
て
以
来
、
兵

庫
製
油
所
を
三
十
年
以
上
に
亘
り
見

守
り
続
け
た
「
宗
像
神
社
」
も
還
座
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
大
社
よ
り
神

職
二
人
が
出
向
し
、
冬
の
澄
み
切
っ

た
夕
暮
れ
の
中
、
兵
庫
製
油
所
長
須

田
善
一
氏
、
同
総
務
課
長
庄
司
憲
二

氏
ら
お
よ
そ
三
十
人
が
参
列
し
、
厳

粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
宗
像
神
社
の
社
殿
は
、
当
大

社
の
御
本
殿
を
細
部
ま
で
模
し
て
造

ら
れ
た
ま
さ
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
宗
像

大
社
、
す
ぐ
脇
に
は
地
主
神
、
当
大

な
ら

社
御
神
木
の
「
楢
」
の
木
ま
で
植
え
ら

れ
て
い
た
。

尚
、
一
八0
名
の
従
業
員
は
昨
年

の
二
月
か
ら
大
半
が
出
光
の
関
係
先

へ
異
動
、
中
に
は
勇
退
、
再
就
職
さ

れ
て
い
る
方
も
い
る
。
出
光
興
産
（
株
）

兵
庫
製
油
所
元
従
業
員
の
皆
様
の
、

今
後
益
々
の
御
活
躍
を
心
よ
り
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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当
大
社
神
宝
館
は
二
月
一
日
に
常
設
展

の
展
示
替
え
を
行
っ
た
。
今
回
は
「
昭
和

の
御
造
営
」
と
題
し
た
新
し
い
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
そ
の
関
係
資
料
を
展
示
し
て
い

る
。「

昭
和
の
御
造
営
」
と
は
、
昭
和
四
十
二

年
四
月
に
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
に
よ
り

立
て
ら
れ
た
大
社
の
復
興
計
画
を
下
に
実

施
さ
れ
た
、
大
社
史
上
、
最
大
規
模
の
造

営
事
業
で
あ
る
。
辺
津
宮
本
殿
、
拝
殿
の

修
復
工
事
は
も
と
よ
り
、
諸
施
設
の
新
築
、

て
い
に
ぐ
う

改
築
や
駐
車
場
の
整
備
、
さ
ら
に
第
二
宮
、

て
い
さ
ん
ぐ
う

第
三
宮
の
社
殿
復
興
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

む
な

辺
津
宮
本
殿
、
拝
殿
に
つ
い
て
は
、
宗

か
た
て
い
い
ち
ぐ
う
こ
ほ
う
で
ん
お
き
ふ
だ

像
第
一
宮
御
宝
殿
置
札
（
本
殿
の
棟
札
で
、

ほ
か
三
枚
と
共
に
当
館
に
て
展
示
中
）
か
ら

室
町
時
代
末
期
の
弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）

に
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
現

存
す
る
本
殿
は
、
焼
失
か
ら
二
十
一
年
後

の
天
正
六
年
(
-
五
七
八
）
に
宗
像
大
宮
司

氏
貞
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

な
が
れ
づ
く
り
こ
け
ら
ぶ
さ

流
造
、
柿
葺
の
簡
素
雄
大
な
趣
き
を
も
つ

桃
山
時
代
初
期
の
代
表
的
建
造
物
で
あ
る
。

拝
殿
は
天
正
十
八
年
(
-
五
九

0
)に
筑
前

大
社
の
御
神
宝
，

＼
昭
和
の
御
造
営
①
＼

工事完了直後の辺津宮本殿

①
白
ギ
景
子

②
昭
和
五
十
七
年
士
一
月
十
八
日

生
ま
れ
二
十
一
歳

③
宗
像
市
日
の
里

領
主
小
早
川
隆
景
の
再
建
で
あ
り
、
切
妻

妻
入
造
柿
葺
で
本
殿
と
同
様
の
印
象
を

も
つ
。
四
百
年
後
の
現
在
も
当
時
の
姿
を

と
ど
め
て
お
り
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。

辺
津
宮
本
殿
の
解
体
修
理
及
び
拝
殿
の

修
復
工
事
は
、
昭
和
の
大
造
営
事
業
の
な

か
で
も
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
エ

事
は
、
文
化
庁
の
指
蔚
監
督
の
下
、
同
庁

推
薦
の
修
理
技
術
者
の
手
に
よ
り
昭
和
四

十
四
年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
の
二
年
間
を

穀
や
し
て
行
わ
れ
、
流
造
、
柿
葺
の
社
殿

に
朱
漆
を
施
し
た
創
建
当
時
の
壮
犀
な
た

た
ず
ま
い
を
再
現
し
た
。
そ
の
他
の
域
内

整
備
事
業
も
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
御

浄
財
を
も
と
に
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
一
日
、
勅
使

の
御
参
向
を
仰
ぎ
、
本
殿
造
宮
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。
こ
の
記
念
と
し
て
、
当
社
の
御

見
習
期
間
を
終
え
、
三
月
一
日
付
で

巫
女
に
な
り
ま
し
た
白
土
巫
女
を
紹

介
致
し
ま
す
。

新
人
紹
介

①
氏
名

②
生
年
月
日

③
出
身
地

④
最
終
学
歴

⑤
特
技

⑥
抱
負

⑦
皆
様
に
一

親
神
を
お
祀
り
し
た
伊
勢
の
神
宮
か
ら
、

昭
和
四
年
の
式
年
造
宮
の
際
に
奉
製
さ
れ

て
っ
か

昭
和
二
十
九
年
に
撤
下
さ
れ
た
御
神
宝
類

を
特
別
に
お
譲
り
頂
い
た
。
ま
た
、
造
営

事
業
に
多
大
な
御
貢
献
の
あ
っ
た
出
光
佐

三
氏
、
出
光
弘
氏
、
太
田
清
蔵
氏
よ
り
刀

剣
と
招
え
が
奉
献
さ
れ
た
。
撤
下
神
宝
の

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う
ぺ
つ
ぐ
う
い
ざ
な
み
の
み
や
お
ん
り
ょ
う

一
、
皇
大
神
宮
別
宮
伊
佐
奈
弥
宮
御
料

御
鏡
一
面

た
き
は
ら
の
み
や

一
、
皇
大
神
宮
別
宮
滝
原
宮
御
料

銅
墨
垣
御
太
刀

た
さ
は
ら
の
な
ら
び
の
み
や

一
、
皇
大
神
宮
別
宮
滝
原
競
宮
御
料

御
櫛
箱

一
柄

御
楯
一
枚

い
ざ
わ
の
み
や

皇
大
神
宮
別
宮
伊
雑
宮
御
料

御
鉾
一
竿

つ
き
よ
み
の
み
や

皇
大
神
宮
別
宮
月
夜
見
宮
御
料

一
合

④
福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部

O
A
情
報
シ
ス
テ
ム
部
シ
ス
テ
ム
学
科

⑤
パ
ソ
コ
ン

⑥
真
心
を
も
っ
て
参
拝
者
に
接
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑦
昨
年
の
十
二
月
よ
り
、
宗
像
大
社
に

奉
職
し
て
お
り
ま
す
白
土
で
す
。
資

任
感
を
も
っ
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
ら
に
最
終
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
九

年
か
ら
は
、
往
時
に
存
し
た
第
二
宮
、
第

三
宮
の
社
殿
を
跡
地
に
復
興
し
よ
う
と
、

い
ざ
な
ぎ
の

伊
勢
の
皇
大
神
宮
別
宮
で
あ
る
伊
佐
奈
岐

み
や宮

、
伊
佐
奈
弥
宮
の
古
殿
を
賜
り
、
そ
れ

ら
を
当
大
社
第
二
宮
、
第
三
宮
の
社
殿
に

充
て
た
。
宗
像
大
神
の
御
祖
神
を
奉
祀
し

て
い
た
古
殿
舎
に
宗
像
＝
一
神
の
う
ち
二
神

を
お
祀
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
に
こ
の
造
営
工
事

を
終
え
て
遷
座
祭
を
斎
行
し
、
当
大
社
の

昭
和
の
大
造
営
は
す
べ
て
完
了
し
た
。

崇
敬
者
の
御
協
賛
に
よ
り
、
往
古
の
神

域
を
ほ
ぼ
再
現
し
得
た
こ
の
御
造
営
事
業

の
意
義
は
重
大
な
も
の
で
あ
り
、
遷
宮
祭

斎
行
も
ま
た
大
社
史
上
画
期
的
な
盛
事
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
盛
事
を
今
に
物

語
る
、
神
宮
撤
下
神
宝
並
び
に
奉
納
刀
を

次
回
よ
り
こ
紹
介
し
て
い
こ
う
。
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^ .. 
国
道
三
号
線
の
古
賀
市
と
粕
屋
郡
新

宮
町
の
境
に
、
い
ま
は
す
っ
か
り
削
平

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
標

高
二
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
が
あ
り
、
そ

の
丘
陵
に
四
基
の
円
墳
が
あ
っ
た
。
古

墳
群
は
永
浦
古
墳
群
と
呼
ば
れ
る
。

そ
の
丘
陵
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
の
が
、
永
浦
古
墳
四
号
墳
で
あ
っ

た
。
盗
掘
を
受
け
て
お
ら
ず
、
長
さ
ニ
・

五
メ
ー
ト
ル
、
幅
六0
セ
ン
チ
の
箱
式

籠
か
あ
っ
た
。

五
喜
と
、

中
央
に
被
葬

者
の
骨
、
棺

内
に
は
数
振

芋
つ
の
鉄
刀
、

鉄
剣
、
束
に

な
っ
た
鉄
鏃
、

鉄
矛
、
短
剣

等
の
大
量
の

武
器
、
エ
具

装
身
具
の
金
環
、

小
壺
一
、
足

の
と
こ
ろ
に

三
角
板
鋲
留

短
甲
、
頸
甲
、

肩
甲
、
眉
比

付
胃
が
あ
っ
た
。

い
し
い

た
だ
し

•9 

（続）

公
＃

1
·
·
ー
、

.
-
拿

183 

千
数
百
年
、
棺
内
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、

保
存
は
極
め
て
良
好
だ
っ
た
。
開
棺
し

た
時
の
様
子
を
担
当
者
は
今
も
、
興
奮

気
味
に
語
る
ほ
ど
で
あ
る
。

古
墳
は
五
世
紀
中
ご
ろ
と
い
わ
れ
る
。

四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
は
じ
め
に
は
倭

が
韓
半
島
に
絶
え
ず
進
出
し
た
頃
で
、

広
開
土
王
碑
に
は
そ
れ
が
刻
ま
れ
て
い

る
。大

量
の
鉄
製
武
器
を
副
葬
（
所
持
）
し
、

甲
冑
に
身
を
固
め
た
人
物
、
そ
し
て
五

世
紀
代
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
被
葬

者
に
は
大
変
興
味
が
湧
い
て
く
る
。

現
在
古
墳
群
一
帯
の
丘
陵
は
削
平
さ

れ
て
し
ま
っ
て
な
い
が
、
調
査
の
時
に

幾
度
か
墳
頂
に
た
っ
て
み
た
。
こ
こ
か

ら
北
に
玄
界
灘
・
相
島
•
更
に
は
小
呂
島

が
見
え
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
韓
半
島

が
横
た
わ
る
。
被
葬
者
が
こ
の
場
所
を

好
ん
で
選
ん
だ
と
も
推
察
さ
れ
る
。

使
わ
れ
て
い
る
箱
式
石
棺
の
石
材
が

玄
武
岩
で
、
玄
武
岩
で
も
角
閃
石
を
含

ん
だ
も
の
は
、
相
島
産
の
も
の
と
言
わ

れ
る
。
永
浦
古
墳
の
墳
頂
か
ら
正
面
に

相
島
が
望
め
、
島
ま
で
は
古
賀
花
鶴
川

年
度
始
め
で
す
。
社
報
「
宗
像
」
の

購
読
料
を
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
対
象
者
は
、

一
般
の
購
読
者
（
贈
呈
者
、
現
役
の
氏

子
会
評
議
員
他
役
員
を
除
く
）
の
皆
様

で
、
今
月
号
に
振
り
込
み
用
紙
を
同

封
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

尚
、
既
に
複
数
年
お
支
払
い
い
た

だ
い
た
方
は
、
納
入
い
た
だ
い
た
年

数
が
く
る
ま
で
振
込
み
用
紙
は
お
入

れ
致
し
ま
せ
ん
。

『
宗
像
』
編
集
の
為
、
皆
様
の
御
奉

賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

購
読
料

年
間
送
料
共I
I
-

、

0
0
0
円

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

` の団がて基 び会材いをメ河防
本も営のの相出的のと運 l 口悸
土存ま大四島すなあかん卜か逗‘: f 側阜旦胃塁畠：昇嘉屑喜虐且麟｀；ん
宗るい塚後側がつゃと棺あ直［疇，》｝
冒そ。歪贔嘉畠：嘉冒ぢ甘仝冒肩（i
人のそ群ら井なな地だ用な離知i9 胃畜璽［［兄皇腐：｀｀ l）·薗賣一
閏冒倉篇は五 g闘＜、は名摯謹認つ言〗
も崎集塞け四 運社石近材口古賀市・永浦古墳4号噴石棺内部

云
々
さ
れ
て
い
る
し
、
志
賀
島
に
は
安

曇
海
人
族
も
あ
る
。
そ
う
言
う
海
人
族

集
団
と
の
関
係
も
無
関
係
で
は
な
い
と

思
う
。
使
用
さ
れ
た
石
棺
に
も
色
々
な

情
報
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

永
浦
古
墳
の
石
棺
の
石
材
が
相
島
の

玄
武
岩
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

二
月
中
頃
、
古
賀
市
の
文
化
財
担
当
の

甲
斐
孝
司
君
と
島
に
渡
り
、
島
の
各
所

で
玄
武
岩
の
サ
ン
プ
ル
を
採
集
し
た
。

海
岸
に
出
る
と
お
び
た
だ
し
い
韓
国
や

中
国
の
漂
着
物
を
目
に
し
た
。

採
集
し
た
サ
ン
プ
ル
は
西
南
学
院
大

学
名
誉
教
授
の
唐
木
田
芳
文
先
生
に
み

て
も
ら
い
さ
ら
に
福
岡
教
育
大
学
上
野

禎
一
先
生
か
ら
顕
微
鏡
で
詳
し
く
分
析

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ

と
は
そ
う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
」
。
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日
の
里
弘
次

捻
挫
し
て
引
き
摺
り
歩
く
こ
の
f
J
ろ
は
行
き
交
ふ
人
ら
の
脚
に
目
が
ゆ
く

（
評
）
競
者
の
視
点
に
立
つ
と
き
今
迄
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
大
義
を

ふ
り
か
ざ
す
の
み
の
政
治
家
に
は
見
え
な
い
真
実
で
あ
る
。

大
島
越
智
治
子

白
波
が
岸
に
は
げ
し
く
寄
せ
る
日
は
鵡
ら
沖
の
岩
場
で
声
あ
ぐ

（
評
）
時
化
の
あ
と
に
は
穏
や
か
な
日
の
来
る
こ
と
を
鴫
は
本
能
的
に
、
人
は
経
験
的
に
知
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
詠
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

歳
の
こ
と
話
題
と
な
り
き
し
み
じ
み
と
鏡
の
中
の
わ
が
顔
を
見
る

（
評
）
「
な
り
き
」
の
「
き
j
は
、
過
去
を
現
わ
す
。
友
人
達
と
駄
弁
っ
た
あ
と
を
確
め
て
い
る
作

者
の
こ
こ
ろ
と
姿
が
見
え
る
。

〇
い
つ
か
わ
れ
あ
ら
ざ
る
の
ち
に
誰
か
来
て
風
呂
場
の
鏡
覗
き
な
ど
せ
む
樹
口

と
私
の
友
人
は
詠
っ
て
い
る
。

女
性
が
自
身
を
鏡
に
見
る
眼
差
し
に
は
多
分
に
ナ
ル
シ
ス
ト
的
な
面
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

田

石
松

第
五
―
二
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
一

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切
i
.

圭
子

日
の
里
神
田
一
敏

薄
暗
き
列
車
の
窓
に
身
を
寄
せ
て
ウ
ス
リ
ー
見
ん
と
す
ロ
シ
ア
の
少
女

（
評
）
ウ
ス
リ
ー
は
バ
イ
カ
ル
湖
を
源
と
し
中
国
と
ロ
シ
ア
の
国
境
沿
ひ
に
日
本
海
に
注
ぐ
八
九

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
河
。
時
期
も
場
所
も
一
切
不
明
だ
が
、
こ
こ
ろ
引
か
れ
る
一
首
で
あ
る
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

法
衣
の
袖
背
に
か
ら
げ
て
若
き
僧
蝋
燭
の
明
り
継
ぎ
て
く
れ
た
り

（
評
）
甲
斐
甲
斐
し
い
若
い
僧
の
動
き
も
そ
の
時
の
雰
囲
気
も
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

池
森
龍
子

草
群
に
埋
れ
し
雪
の
音
す
る
や
小
犬
は
耳
を
ぴ
く
り
動
か
す

（
評
）
繊
細
な
感
覚
が
と
ら
え
た
、
う
い
う
い
し
い
小
犬
の
動
き
。
早
春
譜
と
も
呼
ぶ
べ
き
一
首
。

朝
野
藤
井
浩
子

次
に
く
る
干
支
に
も
飾
り
得
る
の
か
と
一
刀
彫
り
の
羊
を
仕
舞
ふ

（
評
）
十
二
年
先
の
巳
の
あ
り
ざ
ま
を
ふ
と
思
う
。
加
齢
す
る
こ
と
へ
の
際
の
よ
う
な
感
慨
で

あ
る
。

牟
田
尻
雪
子

今
日
の
予
定
変
へ
て
草
引
き
は
じ
め
た
り
香
の
た
ち
そ
め
し
沈
丁
花
の
も
と

福
問
中
村
勇

寒
き
朝
矩
熾
に
を
れ
ば
柱
時
計
畑
に
虫
よ
と
リ
ズ
ム
よ
く
打
つ

大
島
杉
田
膿
子

時
化
さ
り
て
浜
が
勁
け
ば
何
と
な
く
心
や
す
け
し
島
に
し
あ
れ
ば

田
野
森
つ
る
の

春
一
番
過
ぎ
た
る
空
は
雲
も
な
く
店
の
二
、
三
羽
高
く
舞
び
を
る

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

も
ぐ
ら
に
て
盛
上
が
り
た
る
土
手
の
土
婢
割
れ
て
ゐ
る
上
部
は
乾
＜

日
の
里
大
和
美
由
紀

笑
ま
び
た
る
恵
比
須
の
神
に
砥
き
事
を
抱
え
し
わ
れ
も
笑
み
の
こ
ぼ
る
る

田
野
森
甲
子

雪
の
(
J
と
吹
き
満
つ
庭
の
梅
の
間
に
亡
き
父
母
の
顔
の
浮
か
ぴ
＜

福
間
池
浦
千
鶴
子

秋
を
好
く
わ
れ
に
て
あ
れ
ど
い
つ
し
か
に
春
待
つ
心
強
く
な
り
た
り

福
間
香
月
照
子

早
春
に
降
る
淡
雪
は
紅
梅
の
か
た
き
つ
ぼ
み
に
く
だ
け
て
は
散
る

光
岡
河
村
久
光

ラ
ジ
オ
に
て
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
岡
き
き
て
お
り
晩
夏
の
今
宵
あ
つ
き
灯
下
に

鐘
崎
安
永
久
子

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
れ
も
暗
き
な
り
探
し
て
ほ
し
い
明
る
き
話
臨

選
者
詠

大
寺
の
木
の
間
に
絞
も
り
し
春
の
雪
掬
び
て
含
め
ば
苔
の
匂
び
す

諷
邪
熱
の
吾
が
手
に
む
か
れ
て
玲
瑯
の
林
檎
い
び
つ
な
か
た
ち
と
な
り
つ

散
髪
し
首
筋
寒
く
街
を
ゆ
く
ま
た
ぞ
ろ
諷
邪
を
ぶ
り
返
す
か
も

横
山

光
岡
井
上
嘉
治

梅
の
花
帽
子
に
差
し
て
風
薫
る

東
郷
田
中
憲
象

地
吹
雪
が
地
吹
雪
起
す
人
工
島

光
岡
白
土
凌
一

梅
の
花
春
一
番
に
目
を
覚
す

日
の
里
花
田
い
つ
枝

パ
ン
売
れ
て
立
春
大
吉
店
開

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

か
じ
か
む
手
合
は
ぬ
拍
手
に
鈴
を
引
く

三
浦
美
千
代

ね
は
ん
西
鐘
の
音
遠
く
通
り
け
り

田
中
雨
葉

平
成
も
ニ
タ
桁
梅
咲
き
戦
あ
り

吉
田
杏
子

海
の
音
静
か
な
る
日
よ
年
明
く
る

木
原
房
子

増
え
も
せ
ず
絶
へ
も
せ
ず
し
て
福
寿
草

編
E
後
口
つ
訂
し
[
‘

就
職
、
新
生
活
、
異
動
と
い
っ
た
新
た
な

出
発
は
こ
の
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
▼
そ

し
て
四
q
が
咲
き
、
新
た
な
＿
歩
に
花
を

添
え
、
年
に
よ
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
瞬

問
を
演
出
し
ま
す
▼
日
本
の
各
地
で
様
々

な
人
々
が
、
様
々
な
か
た
ち
の
出
発
を
さ

ス
タ
ー
ト

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
出
発
を

さ
れ
た
方
、
今
春
の
桜
を
忘
れ
る
こ
と
の

出
来
な
い
「
あ
の
時
の
桜
」
と
し
て
、
新
た

な
一
ベ
ー
ジ
を
刻
ん
で
下
さ
い
▼
ち
な
み

に
我
が
国
の
国
花
は
『
菊
』
と
『
桜
』
で
、

私
の
一
番
好
き
な
花
もRq
で
す
。
日
本

人
に
は
現
代
人
も
先
人
達
も
含
め
て
、
そ

う
い
う
方
多
い
で
し
ょ
う
ね
。
（

M
．

o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
七
）
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